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1. 本 誌 は､物 性物理 の研 究 を共 同で促進 す るため､研究者 が その研

究意 見 を自由 に発 表 し討.諭 しあい､ また､研 究 に開通 した情 報 を速

や か に交換 しあ うことを 目的 と して ､毎 月 1回編集 ･刊行 され ます｡

掲 載 内 容 は､研究論 文 ､研 究会 ･国際会議 を どの報告､講義 ノー ト､

研 究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見 ､ プ レプ リン ト案 内､ ニ ュー

ス な どで･す｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原則 と して審査 を行 をい ませ

ん｡但 し､編集者 が本誌 に掲 載 す るこ とを著 しく不適 当 と認 め た も

の につ いて は､改 訂 を求 め､ または掲 載 を拒絶 す ることがあ ります ｡

3. 本 誌 の掲載論文 を他 の学術 雑誌 に引用す る ときは､著者 の承.諸 を

得 た上 で private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のページ数 を節約 す るため

に極 力簡潔 にお書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規定 に準 じ､

ミス プ リン トが生 じない よ うを処 置 を とって下 さい｡上 ツキ､下 ツ

キ､英字 の大 ､花文字 ､ ギ リシャ文字 ､ O と a と 0(ゼ ロ)､ uと n

と r､ Cと e､ I(エ ル)と 1(イチ )､ Xと× (カケル)､ uとV等 を

赤 で寸旨定 して下 さい｡

4. 数 式 は 3行 にわた って大 き く書 いて下 さい｡

5. 1行 以 内 にお さま らない可能性 の あ る長 い数式等 は必ず改行 の際

の切 れ 目を赤で指定 して下 さい｡

6. 図 は その まま印刷で きるもの を原稿 に添 えて下 さい｡ 図の縮､尺 ､

拡 大 は致 しませ んo l頁(13×19cm2)以 内 に人 らをい図､ その まま印

刷 で きない図 は原 則 と して著者 に返送 し､書 き改 めていただ きます｡

図､表 の説 明 は別紙 に書 き､本 文 中 に挿入位 置 を赤 で明示 して下 さ

い 0

7. 投稿 後 の原稿 の訂正 はで きるだ け さけるよ うに して下 さい｡

8. 別刷 は原則 と して作 りませ ん｡ ど うして も別刷 が入用 を場 合 は､

投稿 の際 に所要部数 を50部単 位 で 申込 んで下 さい｡別刷代 は下 記方

式 によ り､現金 で納 入 して いただ きます｡

(郵券 によ る受付 はいた しませ ん)

p :物 研 出来上 り頁数

Ⅹ :別刷所.要部数

a :別刷 1頁 の代 金 3円

b :製本代 (別刷 1部 につ き) 30円

別刷代 - (ap+b)Ⅹ+送料

別刷 代金 は別刷 を.受取 って か ら､ 1ケ月以 内 に納 めて下 さい｡ そ

れ よ り遅 れた場 合 には遅 滞追徴金 を請求 され るこ とがあ ります か ら､

御注意 下 さい｡

9. 原稿 締切 日は毎 月10日で原則 と して次 月発 行誌 に掲載 され ます｡
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ニュース

〔北海道大学理学部〕

○談話会

10月 14日 `̀相転移 とフラクタル" 鈴木増雄氏 (東大理 )

10月 15日 "AIxGal_XAs/GaAs-テロジャンクシ ョンFETの

2次元ガスの物理的性質"

10月 22日 `̀金属強磁性理論の最近の発展''

〔東京大学教養学部〕

○ 談 話 会

11月 2日 "DNA修復の分子機構について''

○セ ミナー

10月30日 "AndersonLocalization"

11月 13日 "MixedValency''

成田信一郎氏 (阪大基礎工 )

守谷 享氏 (東大物性研 )

ProfuW.Carrier

川畑有郷氏 (学習院大 )

上田 氏 (東大工 )

〔名古屋大学工学部〕

〇人の うごき

10月 26日 LosALamosScientificLaboraiory- 本間重雄氏

○談話会

応物談話会

11月 5日 レーザー分光の進歩 とその新 しい応用

物性談話会

10月29日 金属の水素化物
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霜田光一氏 (慶応理工 )

平林 真氏 (東北大金材研 )
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プレプリン ト案内

〔京都大学基礎物理学研究所〕

12-1

12-2

12-3

12-4

12-5

12-6

12-7

12-8

12-9

V.F.Los (Dubna,P17-81-406)

KineticsofImpuritySpininMagneticMaterials (R)

V.F.Los (Dubna,P17-81-407)

SpectralDistributionofImpuritySpinExcitationsin

MagneticMaterials. Ⅰ (R)

V.F.Los (Dubna,P17-81-408)

SpectralDistributionofImpuritySpinExcitationsin

MagneticMaterials. II (R)

J.M.Rangelov (Dubna,P17-8ト 446)

TemperatureDependenceoftheCVEDielectricPerrneability

neartheTemperatureofthePaierlsStructureTransition(R)

K.FuruyaandJ.H.Lowenstein (NewYork,NYU/TR9/81)

Bethe-AnsatzApproachtotheKondoModelwithArbitrary

ImpuritySpin

A.C.Fertis,AJN.AndriotisandE.N.Economou

(Athens,DEMO81/8)

Off-DiagonalDisorderandtheMetal-InsulatorTransitionin

Impum'tyBandsinSemiconductors

TakeoIzuyamaandYasuhiroAkutsu

StatisticalMechanicsofBiomembranePhaseTransition.II.

TheFirstOrderTransitionwithPseudo-CriticalProperties

NorioKawakamiandAyaoOkiji

GroundStateofAndersonHamiltonian

R.A.T.LimaandC.Tsallis (R.J.,CBPF-NF-026/81)

StructuralLifshitzPointintheQuasid-lMagnetostrictive

XYMode一

12-10 E.Bagg10-Saitovitch,F.J.LitterstandH.Micklitz

(R.J.,CBPF-NF-027/81)

M6ssbauerStudyof57FeIsolatedinNH3andNH3/XeMatrices
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プレプリン ト案内

12-ll Agla6C.N.deMagalhgesandC.Tsallis(R.J.,CBPF-NF-028/81)

OntheCriticalFrontiersofPottsFerromagnets

12-12 C.TsalljsandL.R.daSHva (R.J.,CBPトNF-029/81)

ExtendedVariationalMethodinStatisticalMechanics

12-13 GerdBergmann (Julich)

InfluenceofSpin-OrbitCouplingonWeak Loca一ization

l2-14 YasumasaHasegawaandHiroshiNamaizawa

Fermi-LiquidCorrectionstotheCollectiveModesin3He-B

underaWeak MagneticField

12-15 B.HuandJ.M.Mao (Houston)

ThirdOrderRenormalizationGroupCalculationofthe

FeigenbaumUniversalBifurcationRatio intheTransition
toChaoticBehavior

12-16 B.Hu (Houston)

ApplicationoftheProJeCtiveRenormalizationGrouptothe

Spin l IsingModel

12-17 B.HuandJ.M.Mao (Houston)

Period-Doubling: UniversalityandCriticalPointOrder

12-18 L.Q.Amaral (SnaJopaulO,IFUSP/p-280)

MagneticOrientationoflINematic-ILyomesophases

l2-19 A.V.Bannikovetal. (Dubna,P14-8l -534)

TemperatureBreakingofHydrogenBondsinAmmoniaas

Studiedby7T--MesonCaptureinHydrogen (R)

12-20 L.Blum,D.Henderson,J.L.Lebowitz,Ch.Gruberand

Ph.A.Martin

ASumRu一eforanlnhomogeneousElectrolyte

l2-21 J.L.LebowitzandE.M. Maisman

OntheEquilibriumTheoryofFluids･.AnIntroductory
Overview

12-22 KennKubo

NoteontheGroundStatesofSystemswiththeStrongHund-

Coupling
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プ レプ リン ト案内

12-23 KiyoshiKawamura,YasuanriZempoandYoichiIrie

TheSolutiontotheAharonov-BohmEquation

l2-24 K.Fukushima

ASystematicApproximationMethodforDisorderedSystems

12-25 日.TakaglandY.Kuroda

AndersonLocalizationandSuperconductingTransition

TemperatureinTwo-DimensionalSystems

l2-26 D.J.Kim

PhononMechanismofCurie-NeissLawSpinSusceptibilityin

ltjnerantE一ectronFerromagnets

12-27 TadashiToyoda (Tu'bingen)

AFiniteTemperatureFieldTheoryoftheLamdaTransition

l2128 TadashiToyoda (Tubingen)

AMicroscopicTheoryoftheLamdaTransition

12-29 A.Zawadowski (Budapest,KFKI-198l-86)

InteractionbetweenElectronsand2-LevelSystemsin

AmorphousMeta一s

12-30 A.M.Balagurovetal. (Dubna,P14-81-443)

NeutronDiffractionStudyofKD2PO4CrystalPolarization
Processes (R)

12-3l .A.SikoraandV.N.Syromiatnikov(Dubna,El7-81-439)

HexagonalPerovskites.I. SymmetricAnalysisontheBasis

ofParamagneticGroup C63V･l .

12-32 V.L.Aksenov,A.Yu.DidykandV.Yu.Yushankhai

(Dubna,P17-81-445)

DynamicsofaOne-DimensionalModelforDisplacivePhase

Transitions (R)

12-33 N.N.Bogolubov,Jr.,FamLeKienandA.S.Shumovsky

(Dubna,P17-8ト465)

OntheKineticEquationfortheTwo-LevelSystemInteracting

withtheElectromagneticField (R)
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プレプリン ト案内

12-34 N.N.Bogolubov,Fr.,FamLeKienandA.S.Shumovsky

(Dubna,P17-81-514)

DynamicsofTwo-LevelSystemandSomeEstimationforthe

RelaxationTime (R)

(R): Russian
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科研費研究会報告の掲載について

この号を手にしてフ｢オヤ｣と思われた読者 も多いかと思いま+.この号から,科学研究費 (総

合研究 )による研究会の報告を,手書き原稿によるオフセット印刷の形で掲載することになり

ました｡

これまで基研の研究会の報告は本誌に,物性研のそれは ｢物性研だより｣にそれぞれ掲載さ

れてきました｡これ らの研究会報告は,研究会に出席できなかった読者-の情報提供,出席 さ

れた方のためにはノー トがわ りとして役立ってきたと思います｡最近,科研費の総合班でも研

究会を開くことが多 くなってきました｡その報告は,多くの場合各代表者のもとで小冊子とし

てまとめられ,関係者-配布 されております｡しかし,こういう形で出版 されますと,読みた

いと思 う人が誰でも気軽に手にできると限 りません｡また配布された報告書は散逸する危険も

あります｡その点,｢物性研究｣のような定期刊行物に掲載されますと,誰でも読むことができ

ます し,また図書室でも製本 して保存してくれてお りますから,散逸の危険もあ りません｡

このような点から,編集部では科研費による研究会の報告も本誌に掲載 してはどうかと考え

ました｡そのことを各代表者にご相談いたしましたところ,幸いにも多くの代表者のご賛同を

得て,この号にその第 1回分が掲載されることになりました｡ただ,研究会は毎年末に集中す

るため, 厚い報告が 1時期に集中して投稿されて,印刷が追いっかなくなる可能性があります｡

報告書を研究成果報告として年度末までに作成 しなければならない場合には,それに間に合わ

ない危険があります｡そのため,若干の読みにくさを我慢 していただいて,手書き原稿による

オフセット印刷にいたしました｡また雑誌の厚さにも限度がありますので,投稿いただいた報

告は,到着順に原則 として各号にひとつずつ掲載いたします｡(別刷だけは先に作成して,代表

者にお渡しします｡)そのため,一般の読者に読んでいただく時期が少々遅 くなるかも知れませ

ん｡

このように,いろいろな点で不十分ではありますが,とにかく定期刊行物に掲載され公表さ

れますことは,一歩前進であろうと考えます｡今後とも各総合班代表者の方のご協力をお願い

いたしますとともに,読者の皆様 もこの試みを活用下さいますようお願いいたします｡

1981年 12月

｢物性研究｣編集部
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購読会 費 の改 定 について

｢物性研究｣の刊行につきましては,購読会員の皆様になにかとご援助,ご協力をいただい

ておりますことを深く感謝いたします｡

｢物性研究｣は,諸物価の高騰にも拘らず,8年余の長期にわたり個人会費390円,機関会

費730円(月額 )を維持し, 刊行を続けてまいりました｡これもひとえに会員の皆様と印刷を

引受けていただいている昭和堂のご協力によるものであります｡しかし,印刷費の据置きもも

はや限界にきているといわざるをえません｡印刷費の値上げに伴い,購読会費も改定しなけれ

ばならない状況になりました｡

1982年4月から購読会費を下記のように改定させていただきたいと思います｡諸物価の高

騰,とくに書籍費が高くなっている中で,｢物性研究｣までが値上げをお願いすることはたい-

ん心苦しいことではありますが,事情をご理解の上,ご了承下さいますようお願い申上げます｡

｢物性研究｣を維持し発展させるためには,なによりも活発な投稿と会員の拡大により,多

くの方のご支持を得なければなりません｡そのことが,今後も予想される物価高騰の中で,改

定会費を維持 し続けるためにも必要なことでありますr今後とも ｢物性研究｣刊行のためにご

援助,ご協力をたまわりますよう,重ねてお願いいたします｡

改定購読会費 (1982年4月から)

個人会員 に 会芸 (年額) 6,三.0.ORR(据置き)

(なお,バックナンバーの価格も,4月以降は個人500円,機関 1,100円といたします｡)

1981年12月

物性研究刊行会
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編 集 後 記

このところ発行の遅れの謝罪を後記に書 くのが恒例となってしまいました｡なんとか追いつ

きそ うになってはまた留まるということで大変申し訳なく思ってお ります｡原因の一つの経済

的な面にっいては価格の改定もやむを得ないということで,今月も検討がなされました｡なん

とか最低限で収めるようにということですが,なかなか頭の痛いことです.

一方,予定していた科研費総合班の報告書の転載 もどうやら軌道にの り,本誌を通 じて多く

の人に行き渡るようにな ります｡発行の遅れのマイナス面を少しでも内容のプラス面で補って

いけるようにいろいろなよい企画を立てていかなければと思います｡

(T.T. )

物 性 研 究

第 37巻 第 3号
1981年 12月 20日発行

発行人 長 岡 洋 介

京 都 市 左京 区北 白川 追 分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所

京都市左京区百万辺交叉点上ル東側

TEL (075)721-4541-3

発行所 物 性 研 究 刊 行 会

京 都市 左 京 区北 白川 追 分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

定 価 年 8,760円
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発行人 長 岡 洋 介
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定 価 年 8,760円
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講読規定

個 人講読

1. 会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い ま●す｡ したが って ､ 3月末 ま

で にを るべ く 1年 間分会 費 を御支払 い下 さい｡

をお新 規講読 お申込 みの場 合 は下記 の会 費以 外 に入 会金 と し

て､100円 お支 払 い下 さい｡

1年 間の会 費

lstvolume 2,340円

2ndvolume 2,340円

計 4,680円

(1年分 ま とめて お支 払 いが困難 の向 きは 1volume 分ずつ

で も結構 です )

2. 支払 いの際 の注意 :な るべ く振替用紙 を御利 用 の上御納 入下 さい｡

(振替貯 金 口座 京 都 5312)

なお通信 欄一に送 金 内容 を必ず 明記 して下 さい｡

雑誌 購読 者以 外 の代理 人 が購読料 を送金 され る場 合 ､必ず購j読者

本人の名前 を明記 して下 さい｡

3. 誌代 の支 払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と しては､正 当 な理 由 な く2

Vols.以上の誌代 を滞納 された場 合 には､送 本 を停 止 す る ことに在っ

てい ます ので･御 留意下 さい｡

4. -括送 本 を受 け る場 合 :個人購読 中 に大学等 で一括配 布 を受 け る

様 になった場 合 は､必ず ｢個 人購読 中止 ､一括 配布 希望 ｣ の通知 を

して下 さい｡逆 の場 合 も同様 です｡

5. 送 本先 変更 の場 合 :住 所 ､勤務先 の変更等送 本 先 が変 った場 合 は､

必ず送 本先 変更届 を提 出 して下 さい｡

学校 ､研 究所等機 関購 読

1. 会 費 :学校 ･研 究所･等 での購読及 び個人 で あって も公 費払 いの と

きは機 関 会員 とみ を し､代金 は､ 1冊 730円､ 1Vol.4,380円､年

間 8,760円で す｡ この場 合 ､入会金 は不用です ｡学禾交､研 究所 の会

費の支 払 い は後 払 いで も結構 です｡ しか し購読 申込 み を され る暗 に

支払 い に必要 を請 求 ､見積 ､納 品書各何 通 必要 をの か をお知 らせ下

さ い ｡

なお､当会 の請 求書 類 で は支 払 いがで きない様 で した ら､貴校 ､

貴市升究機 関 の請求 書 類 を送付 して下 さい｡

2. 送 本 中止 の場 合 の連 絡 :発行途上 にあ る volumeの購て涜途 中中止

は認 め られ ませ ん｡購読 中止 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐらい に中

止時期 を明記 して ｢購読 中止届 ｣ を送付 して下 さい ｡

雑 誌未着 の場合 .発行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡 下 さいO
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